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富
士
山
御
師
・
三
浦
家
の

　
　
　
新
出
資
料
に
つ
い
て

　
富
士
山
御
師
・
三
浦
家
に
つ
い
て
は
、
本
誌
面
に
お

い
て
も
幾
度
か
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
同

家
に
て
新
た
な
資
料
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
詳

細
な
調
査
に
入
る
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
資
料

群
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
富
士
山
御
師
・
三
浦
家

　
「
富
士
山
御
師
」
と
は
、
富
士
山
へ
の
祈
願
・
祈
祷
を

職
務
と
し
て
「
檀
那
廻
り
」※
1

と
称
す
る
諸
国
の
檀

那
を
廻
っ
て
お
札
な
ど
を
配
り
、
そ
の
代
わ
り
に
初

穂
を
徴
集
し
、
入
山
期
に
は
檀
那
（
参
詣
者
）
の
宿
泊

等
の
世
話
を
し
て
、
要
望
と
あ
ら
ば
、
檀
那
に
代
わ
り

富
士
山
に
参
っ
て
祈
願
を
行
う
、
そ
の
よ
う
な
宗
教

者
を
い
い
ま
す
。
　
　
　

　
三
浦
家
は
こ
の
富
士
山
御
師
で
あ
り
、
川
口
村
（
現

河
口
地
区
）
に
あ
っ
て
、
河
口
浅
間
神
社
を
中
心
と
す

る
川
口
御
師
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。
複

数
の
由
緒
書
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
幕

府
・
四
代
将
軍
家
綱
懐
胎
の
折
り
、
富
士
山
に
籠
も
っ

て
安
産
を
祈
祷
し
、
生
誕
の
吉
例
か
ら
毎
年
、
将
軍
家

の
富
士
山
代
参
を
務
め
、
ま
た
代
参
と
は
別
に
毎
年
、

年
頭（
及
び
五
月
、九
月
に
行
っ
て
い
た
時
期
も
あ
る
）

の
「
御
祓
献
上
」
と
「
御
目
見
」※
2

を
す
る
将
軍
家
の

御
祈
願
所
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
将
軍
家
と
の
関
係

か
ら
か
、
幕
府
神
道
方
の
計
ら
い
に
よ
り
、
朝
廷
か
ら

「
従
五
位
下
淡
路
守
」
と
い
う
官
位
を
得
て
い
ま
す
。

以
上
、
三
浦
家
由
緒
の
概
要
で
す
が
、
家
綱
誕
生
か
ら

江
戸
時
代
を
通
し
て
将
軍
家
と
の
関
係
を
保
ち
続
け
、

他
の
御
師
と
は
一
線
を
画
す
家
格
を
持
ち
、
そ
れ
故

に
今
日
、
多
く
の
歴
史
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

●
三
浦
家
の
資
料
調
査

　
当
家
に
お
け
る
本
格
的
な
資
料
調
査
は
、
平
成
一

〇
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
数
回
、
甲
州

史
料
調
査
会
の
手
に
よ
っ
て
、
保
存
作
業
を
兼
ね
た

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
に
よ
っ
て
整
理

さ
れ
た
文
書
類
は
三
〇
〇
〇
点
余
に
の
ぼ
り
、
そ
れ

ら
文
書
類
を
基
に
し
た
研
究
成
果
も
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。※
3

●
新
た
に
確
認
さ
れ
た
史
料
群

　
今
回
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
資
料
も
文
書
類
で
あ

り
、
数
量
は
約
二
五
〇
〇
点
に
お
よ
ぶ
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
そ
の
文
書
類
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
御
師

の
活
動
に
関
す
る
史
料
が
多
く
を
占
め
ま
す
。
例
え

ば
、
三
浦
家
の
檀
那
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
江
戸
時

代
中
頃
に
お
け
る
江
戸
の
檀
那
（
町
方
中
心
か
）
を
記

し
た
「
冨
士
浅
間
　
江
戸
御
旦
那
帳
」（
延
享
四
年
〔
一

七
四
七
〕
）
、
酒
井
氏
な
ど
の
大
名
家
ま
た
そ
の
家
臣

を
は
じ
め
代
々
の
檀
那
を
総
覧
で
き
る
「
御
代
々
之

御
旦
那
帳
之
写
」（
年
未
詳
）
と
い
っ
た
史
料
な
ど
が

確
認
さ
れ
ま
す
。
　
　

　
既
出
の
史
料
群
の
整
理
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
三
浦
家
は
他
の
御
師
に
比
べ
、
大
名
家
ま

た
そ
の
家
臣
と
の
関
係
を
示
す
史
料
が
多
く
存
在
し

ま
す
。
今
回
の
史
料
群
の
中
に
は
旧
領
主
・
秋
元
氏
と

の
密
接
な
関
係
を
示
す
史
料
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
秋

元
氏
は
、
都
留
郡
が
幕
府
直
轄
領
と
な
る
以
前
、
約
七

〇
年
間
、
都
留
郡
（
谷
村
藩
）
を
拝
領
し
て
い
た
徳
川

譜
代
の
大
名
家
で
す
。

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
河
口
浅
間
神
社
の
大
鳥

居
が
天
災
と
思
わ
れ
る
事
由
に
よ
っ
て
大
破
す
る
の

で
す
が
、
新
出
の
史
料
群
に
は
弘
化
四
年
、
そ
の
翌
年

弘
化
五
年
の
大
鳥
居
修
復
を
名
目
と
し
た
「
冨
士
山

初
穂
帳
」
が
複
数
冊
、
確
認
さ
れ
ま
す
。
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
に
上
野
国
館
林
藩
に
転
封
さ
れ
る
秋
元
氏

で
す
が
、
そ
の
初
穂
を
徴
集
す
る
檀
那
場
は
館
林
藩

内
で
す
。
ま
た
、「
秋
元
但
馬
守
　
御
領
分
　
河
内
国

八
上
郡
・
丹
南
郡
・
丹
北
郡
　
勧
化
日
記
」（
写
真
①
）

と
い
う
史
料
か
ら
は
文
久
三
年（
一
八
六
三
）五
月
に
、

秋
元
氏

が
拝
領

し
て
い

た
河
内

国
（

現

大
阪
府

の
東
部
）

ま
で
お

札
配
り
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

日
記
に
は
、
川
口
村
か
ら
遠
く
河
内
国
秋
元
領
に
至

る
ま
で
の
途
上
に
つ
い
て
、
ま
た
勧
化
の
様
子
な
ど

詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
過
去
の
領
主
と
領
民
と
い
う
枠
を
超
え
て
秋

元
氏
と
の
関
係
を
維
持
し
、
御
師
の
活
動
を
行
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
前
述
し
た
通
り
三
浦
家
は
毎
年
、
江
戸
城
に
登
っ

て
祓
を
献
上
し
、
将
軍
ま
た
そ
の
後
継
ぎ
に
御
目
見

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
頭
の
御
礼
の
た
め
、
江
戸

表
ま
で
赴
く
際
に
出
さ
れ
る
「
先
触
　
下
り
」※
4

も

今
回
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
通
常
、
武
家

な
ど
の
公
用
役
人
通
行
に
際
し
て
出
さ
れ
る
も
の
で
、

三
浦
家
の
家
格
の
高
さ
と
年
頭
御
礼
の
公
用
性
が
窺

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
富
士
山
の
入
山
期
に
お
け
る
川
口
御
師
の

様
相
を
垣
間
見
え
る
史
料
も
確
認
さ
れ
ま
す
。
富
士

山
信
仰
に
は
孝
安
天
皇
の
九
二
（
庚
申
）
年
に
富
士
山

が
出
現
し
た
と
い
う
縁
起
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

六
〇
年
に
一
回
巡
っ
て
く
る
庚
申
の
年
を
「
御
縁
年
」

と
言
い
、
ご
利
益
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
十
六
世

紀
頃
か
ら
大
勢
の
人
々
が
富
士
山
に
参
詣
し
ま
し
た
。

今
回
、確
認
さ
れ
た
史
料
に
は
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

の
御
縁
年
に
三
浦
家
に
止
宿
し
て
、
富
士
山
へ
参
詣

勧化日記(写真①)

だ
ん
な
ま
わ
り

は
つ

ほ

い
え
つ
な

お
は
ら
え
け
ん
じ
ょ
う

お
め
み
え

じ
ゅ
ご
い
の
げ
あ
わ
じ
の
か
み

あ
き
も
と
た
じ
ま
の
か
み

ご
り
ょ
う
ぶ
ん

か
わ
ち
の
く
に

や
が
み
ぐ
ん

た
ん
な
ん
ぐ
ん

た
ん
ぼ
く
ぐ
ん

か
ん
け
に
っ
き

さ
き
ぶ
れ

ご
え
ん
ね
ん

ま
ん
え
ん

こ
う
ず
け
の
く
に
た
て
ば
や
し
は
ん

こ
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し
た
人
々
の
名
簿「
富
士
山
（
参
）
詣
人
覚
帳
」（
写
真
②
）

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
史
料
か
ら
は
武
州
秩
父

郡
大
宮
村

（
現
埼
玉

県
秩
父
市

大
宮
か
）

の「
鐘
講
」、

甲
州
市
川

大
門
村（
現

西
八
代
郡

市
川
三
郷

町
市
川
大
門
）
の
「
大
我
講
」
と
い
う
二
つ
の
講
の
名

が
み
え
、
富
士
講
研
究
の
希
少
な
史
料
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　●
今
後
の
作
業
に
つ
い
て

　
以
上
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
主
な
資

料
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
紹
介

し
た
資
料
以
外
に
も
、
興
味
深
い
資
料
が
数
多
く
確

認
さ
れ
ま
す
。
改
め
て
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
格
的
な
史
料
調
査
は
ま
だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
、
町
の
古
文
書
調
査
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
保
存
作
業
と
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

※
１
　
中
村
章
彦「
川
口
御
師
の
檀
家
廻
り（
一
）（
二
）（
三
）」

　
　
　
（
所
収
『
古
の
小
径
　
集
成
版
』
二
〇
〇
八
　
p
55

　
　
　
～
）
に
詳
し
い
。

※
２
　
御
目
見
と
は
、
将
軍
に
直
接
対
面
す
る
こ
と
、
ま
た

　
　
　
そ
の
資
格
。

※
３
　
高
埜
利
彦
　
監
修
『
富
士
山
御
師
の
歴
史
的
研
究
』

　
　
　
二
〇
〇
八
　
な
ど

※
４
　
先
触
と
は
、
旅
行
者
が
そ
の
目
的
地
ま
で
の
必
要

　
　
　
人
馬
や
宿
泊
予
定
地
を
前
も
っ
て
知
ら
せ
、
宿
駅

　
　
　
に
そ
の
準
備
を
さ
せ
る
通
知
書
の
一
種
。

（
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
文
化
財
担
当
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺
　
勇
祐
）

万延元年の富士山詣人覚帳(写真②)

ふ
じ
さ
ん
　
　
　
　
　
　
も
う
で
び
と
お
ぼ
え
ち
ょ
う

つ
り
が
ね
こ
う

た
い
が
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
年
、
夏
や
冬
に
愛
知
か
ら
い
と
こ
が
山
梨
に
来

ま
す
。
そ
の
度
に
必
ず
い
と
こ
は
、「
富
士
山
っ
て
き

れ
い
だ
ね
。
」
と
言
い
ま
す
。
で
も
、
い
つ
も
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
富
士
山
を
見
て
い
る
私
は
、
”き
れ

い
だ
な
ぁ
“
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
五
月
に
「
富
士
山
学
習
」
で
富
士
山
に
登
っ
た
時
、

目
の
前
に
広
が
る
と
て
も
、
と
て
も
大
き
な
富
士
山

を
見
て
、
思
わ
ず
ポ
カ
ン
と
口
が
開
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
見
な
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
大
き
さ
、

美
し
さ
に
び
っ
く
り
し
た
の
で
す
。
登
っ
て
い
る
と

途
中
、
ニ
ュ
ー
ス
で
「
富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
」
と
知
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
く
き
れ
い
な
の
に
。

　
私
は
家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
そ
の
理
由
を
聞

く
と
、
思
い
も
よ
ら
な
い
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
登
山
客
が
富
士
山
で
出
し
た
ゴ
ミ
を
ち
ゃ
ん

と
持
ち
帰
ら
ず
捨
て
て
い
っ
た
り
、「
不
法
投
棄
」
と

言
っ
て
、
捨
て
て
は
い
け
な
い
所
に
捨
て
て
は
い
け

な
い
物
を
平
気
で
捨
て
る
人
が
い
る
か
ら
だ
と
言

う
の
で
す
。
け
れ
ど
日
本
中
の
大
人
か
ら
子
供
ま
で

が
ゴ
ミ
を
拾
う
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
お
か

げ
で
富
士
山
は
前
よ
り
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
事

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
の
「
美
南
」
と
い
う
名
前
は
、
富
士
山
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
河
口
湖
の
南
に
そ
び
え
る
美
し
い
富
士

山
の
よ
う
に
優
し
く
、
み
ん
な
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
よ
け
い
に
、
富
士
山
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
私
達
が
、
も
っ
と
富
士
山
を
愛
す

る
心
、
富
士
山
を
心
か
ら
「
き
れ
い
だ
な
ぁ
」
と
思
え

る
美
し
い
心
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
私
自
身
も
、
富
士
山
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
世
界
中
の
人
々
が
、
こ
の
美
し
い
富
士
山
を

知
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

き
れ
い
な
富
士
山
を
守
る
た
め
に

船
津
小
学
校
　
五
年
　
木
村
　
美
南

ふ
ほ
う
と
う
き

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

 

子
ど
も
た
ち
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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「
県
民
の
日
」
記
念
行
事

か
わ
テ
コ
サ
ー
ク
ル
、メ
ン
バ
ー
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操
教
室
参
加
者
募
集
！

N
H
K
学
園
受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

　
「
県
民
の
日
」
無
料
招
待
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
募
集

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

　
　
参
加
者
募
集

　
11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
は
、
山
梨
県
の
誕
生
日

で
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の
生
い
立
ち
を
知
り
、

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
「
山
梨
」
を
次
の
世
代
へ
と
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
「
ふ
る
さ
と
の
誕
生
日
」

を
祝
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
県
民
の
日
を
記
念
し
て
、
次
の

と
お
り
各
種
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

　
■
日
　
時
　
11
月
14
日
（
土
）
、15
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
■
場
　
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
甲
府
市
）

◇
県
有
施
設
の
無
料
開
放

　
■
日
　
程
　
11
月
20
日
（
金
）

　
■
施
　
設
　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
等

●
問
合
先
　
県
民
の
日
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
０

　
山
梨
県
民
の
日
に
ち
な
み
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
県
民
の
皆
様
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
富
士
山
と
秋
の
情
景
を
描
い
た
作
品
を
紹
介
す
る

特
別
展
示
「
富
士
秋
景
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
入
館
無
料

■
入
館
無
料
期
間
　
11
月
20
日
（
金
）
～
23
日
（
月
）

※
山
梨
県
民
と
わ
か
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

　
ご
提
示
下
さ
い
。

○
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ラ
フ
ル
ス
ポ
ン
ジ
で

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
」

　
館
内
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
た
手
作

り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
水
だ
け
で
く
っ
つ
く
色
と
り
ど
り

の
小
さ
な
ス
ポ
ン
ジ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
様
か
ら
大

人
ま
で
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
期
　
間
　
11
月
20
日
（
金
）
～
12
月
25
日
（
金
）

■
参
加
費
　
3
5
0
円
　
予
約
不
要

●
問
合
先
　
フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
８
２
２
３
（
担
当
　
廣
瀬
・
河
野
）

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
次
の
５
箇
所
を
追
加
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
地
　
域
　
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国

■
費
　
用
　
賛
助
金
と
し
て
10
万
円

●
問
合
先
　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
03
‐
3
2
6
1
‐
5
5
2
1

　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
対
　
象
　
小
学
1
年
生
～
中
学
３
年
生

■
練
習
日
　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
の
週
末

■
場
　
所
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ほ
か

■
会
　
費
　
7
0
0
0
円
　
活
動
費
　
5
0
0
0
円
（
年
間
）

　
※
保
険
代
、
リ
フ
ト
代
が
別
途
か
か
り
ま
す

■
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
ジ
ュ
ニ
ア
部
　

　
　
　
　
　
　
保
護
者
会
長
　
梶
原
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
9
0-

3
5
9
8-

3
8
6
3 

　
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険
か

ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
く
習
得
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
11
月
13
日
、27
日
、12
月
11
日
、25
日

　
　
　
　
　
１
月
８
日
、22
日
（
金
曜
日
）

■
対
　
象
　
年
少
か
ら
小
学
生
（
親
子
歓
迎
）

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円
、
親
子
１
０
０
０
円

●
問
合
先
　
小
槙
一
江
　
℡
72
‐
２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
8
0-

3
0
8
0
‐
8
2
8
8

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
毎
回
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？
日
ご
ろ
、

運
動
不
足
の
方
、
何
か
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
に
ぴ

っ
た
り
な
活
動
で
す
。

■
日
　
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
８
時
～
９
時
30
分

　
　
　
　
　
11
月
４
日
、18
日
、25
日

　
　
　
　
　
12
月
２
日
、16
日
、23
日

■
場
　
所
　
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
会
　
費
　
月
額
１
０
０
０
円

●
問
合
先
　
携
帯
　
0
9
0-

2
2
2
4-

0
1
9
8
　
坂
本

※
お
気
軽
に
見
学
、
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

　
N
H
K
学
園
に
は
、趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
2
0
0
コ
ー
ス
以
上
あ
り
ま

す
。通
信
講
座
で
新
し
い
趣
味
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
み

ま
せ
ん
か
。無
料
の
案
内
書
を
お
気
軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。

■
主
な
講
座
　
俳
句
、
川
柳
、
書
道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、
水
彩

画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
自
分
史
、
古
文
書
、
漢
方
薬
膳
、
ハ
ー

ブ
、
折
り
紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
簿
記
な
ど

■
受
講
期
間
　
３
ヶ
月
か
ら
１
年

■
募
集
対
象
　
一
般
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
申
込
方
法
　
案
内
書
を
電
話
、
�
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　
　
　
　
　
ら
請
求

■
受
付
期
間
　
通
年
申
込
受
付

●
問
合
先
　
N
H
K
学
園
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
　
℡
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

公
共
職
業
安
定
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

県
立
盲
学
校
か
ら

　
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
2
0
0
9
の
開
催
』

＝
雪
吊
り
と
庭
木
の
冬
囲
い
教
室
＝

■
日
　
時
　
11
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
２
日
間
）

■
締
切
り
　
11
月
13
日
（
金
）

＝
配
管
教
室
（
水
道
管
の
修
理
方
法
）
＝

■
日
　
時
　
11
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
定
　
員
　
10
名
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
・
２
日
間
）

■
締
切
り
　
11
月
20
日
（
金
）

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
（
22-
５
２
１
４
）

〔
訓
練
生
募
集
〕

【
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
料
】

■
資
格
取
得
目
標
　
簿
記
検
定
、
表
計
算
検
定
、
医
療
事

　
務
検
定
、
秘
書
検
定
等

【
電
気
シ
ス
テ
ム
科
】
　

■
資
格
取
得
目
標
　
第
１
種
電
気
工
事
士
、
２
級
ボ
イ
ラ

　
ー
技
士
等

■
訓
練
期
間
　
平
成
22
年
４
月
～
23
年
３
月

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
22
年
３

　
　
　
　
　
　
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

■
入
学
金
授
業
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
間
　
11
月
13
日
ま
で

〔
緊
急
離
転
職
者
訓
練
〕

＝
介
護
・
医
療
事
務
＝

■
日
　
程
　
１
月
７
日
～
３
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

●
い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
住
所

　
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
窓
口
に
申
し
込
ん
で

　
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4
‐
43
‐
8
9
1
2

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険
」
　

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。
労
働
保
険
は

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。
従
業
員
の
身
分
を

問
わ
ず
、
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
期
加
入

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
１
週
間
に
20
時
間
以
上
働
き
、
６
ヶ
月
以
上
の
雇
用
見

　
込
み
が
あ
る
短
時
間
就
労
者
は
雇
用
保
険
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

○
今
年
度
に
限
り
雇
用
保
険
料
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
都
留
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

43-

2
1
9
5

　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田
　
℡
23
‐
8
6
0
9

【
剣
丸
尾
講
座
森
を
歩
い
て
、富
士
山
の
不
思
議
を
発
見
！
】 

■
日
　
時
　
11
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分 

■
講
　
師
　
外
川
英
樹
さ
ん
（
自
然
写
真
家
）

■
定
　
員
　
10
人 

　
■
参
加
費
　
無
　
料 

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
問
合
先

　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
　
　
℡
72-

0
2
5
9
　
山
下

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
害
教
育
に
関
す
る
一
層
の

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

2
0
0
9
を
開
催
し
ま
す
。
視
覚
や
見
え
方
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
入
学
を
希
望
し
て
い
る
方
は
、
是
非
こ
の

機
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

■
日
　
程
　
11
月
14
日
（
土
）

■
受
　
付
　
午
前
９
時
30
分
か
ら

■
終
　
了
　
午
後
０
時
30
分

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
2
‐
10
‐
2
） 

■
内
　
容
　
学
校
概
要
説
明
（
紹
介
ビ
デ
オ
）
、
寄
宿
舎
見

　
学
、
授
業
公
開
・
校
舎
見
学
、
入
学
説
明
会
・
相
談
会

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
　
教
務
課
（
担
当
　
白
倉
、
保
坂
）

　
　
　
　
　E

m
a
i
l
 
 
y
s
v
i
@
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
　
　
　

 
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
s
v
i
@
k
a
i
.
e
d
.
j
p
/

【
冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
】 

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視

覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

に
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯
田
2-

10-

2
）

■
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
　
佐
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２



広
報
富
士
河
口
湖

　
２６

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
講
座

生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
　
学
園
祭
の
ご
案
内

「
楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験
in
北
海
道
」

＝
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
＝

　
　
平
成
22
年
度
入
園
願
書
受
付
の
お
知
ら
せ

帝
京
学
園
短
期
大
学
　

　
　
　
人
形
劇
と
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
ご
案
内

　
幼
稚
園
は
子
供
が
始
め
て
出
会
う
学
校
で
す
。
マ
リ
ア

国
際
幼
稚
園
は
、
小
学
校
就
学
後
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

た
め
の
楽
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ

て
お
り
ま
す
。

■
願
書
受
付
　
11
月
１
日
か
ら
受
付
中
　

■
対
象
児
童
　
三
歳
児
　
30
名
　
四
歳
児
　
３
名

　
　
　
　
　
　
ゆ
め
の
木
保
育
園
（
一
・
二
歳
児
同
時
受
付
）

■
願
書
配
布
　
月
～
金
曜
日
・
午
後
６
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
土
曜
日
午
前
中
（
要
事
前
連
絡
）

■
締
切
り
　
12
月
末
日

■
説
明
会
　
火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

※
１
ク
ラ
ス
２
名
が
担
当
、
英
語
保
育
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

　
給
食
、
送
迎
、
年
間
行
事
等
、
当
日
授
業
参
観
、
体
験
入

　
園
可

●
問
合
先
　
マ
リ
ア
国
際
幼
稚
園
　
℡
72
‐
５
５
２
２

　
　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
11
月
27
日
（
金
）
午
前
11
時
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
入
場
料
　
無
料

■
場
　
所
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

■
内
　
容
　
人
形
劇
　
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」

　
　
　
　
　
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
赤
ず
き
ん
」

●
問
合
先
　
帝
京
学
園
短
期
大
学
　
藤
巻
・
三
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
１
‐
36
‐
２
２
４
９

★
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

　
『
感
謝
こ
こ
か
ら
始
ま
るM

y
 
S
t
o
r
y

』

■
日
　
時
　
12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
内

■
内
　
容
　
演
劇
、
茶
席
、
模
擬
店
、
服
飾
、
書
道
、
華
道
等

　
　
　
　
　
の
展
示
、
バ
ザ
ー
等
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園 

　

　
　
　
　
　
℡
72
‐
２
１
１
０
　

　
　
　
　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
5
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/
~
y
o
u
s
i
n
/

【
気
質
で
分
か
る
子
供
の
行
動
】

　
”う
ち
の
子
は
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
“
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き
に
行
動
は
気

質
に
由
来
す
る
も
の
と
知
る
こ
と
で
、
子
供
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
ど
ん
な
気
質
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

■
日
　
時
　
11
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
　

■
講
　
師
　
小
野
　
精
一
先
生
　

■
対
　
象
　
子
育
て
中
の
方
・
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
費
　
5
0
0
円
　
託
児
あ
り
（
有
料
）

【
や
っ
て
み
た
い
な
　
ぼ
く
も
で
き
る
よ
】

　
一
見
い
た
ず
ら
に
み
え
る
よ
う
な
遊
び
も
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
さ
ら
に
楽
し
め
る
展
開
例
を
紹
介
し
な
が

ら
親
子
一
緒
に
遊
び
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
40
分
～
11
時
30
分
　

■
内
　
容
　
並
べ
る
・
分
け
る

■
対
　
象
　
２
～
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
費
　
用
　
4
0
0
円
（
１
組
）
　
■
定
　
員
　
６
組

【
森
で
遊
ぼ
う
】

　
「
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
」
の
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
時
　
12
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　

■
内
　
容
　
冬
の
森
・
焚
き
火

■
対
　
象
　
２
～
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
費
　
用
　
3
0
0
円
（
１
組
）
　
■
定
　
員
　
８
組

■
場
　
所
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
大
石
2
9
5
4
‐
1

●
問
合
先
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森 

　
　
　
　
　
℡
76
‐
６
８
８
２
　
　
　
　
　
　
　 

 

横
田

　
　
　
　
　
℡
０
９
０
‐
１
５
０
５
‐
５
６
８
１
　
堀
内

※
電
話
の
問
合
せ
は
午
後
３
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す

　
メ
ー
ル
　i

n
f
o
@
b
a
m
b
i
f
u
j
i
.
j
p

　
ウ
ラ
ジ
ロ
ハ
コ
ヤ
マ
ギ
・

野
バ
ラ
の
実
・
ほ
お
ず
き
・
エ

ゴ
の
実
な
ど
を
使
っ
た
リ
ー

ス
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ツ

リ
ー
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
付

き
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
29
日(

日)

　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
大
月
市
民
会
館
４
階

■
受
講
料
　
2
5
0
0
円
（
材
料
費
）

■
定
　
員
　
40
名
（
定
員
な
り
し
だ
い
締
切
）

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
　
一
瀬
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
７
６-

２
０
２
０

 

■
開
催
日
　
12
月
25
日
（
金
）
～
12
月
31
日
（
木
）

■
場
　
所
　
北
海
道
一
周

■
内
　
容
　
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
交
流
、カ
ー
リ
ン
グ
、

　
　
　
　
　
酪
農
体
験
、
ア
イ
ヌ
部
落
訪
問
、
冬
の
動
物

　
　
　
　
　
観
察
、
か
ま
く
ら
作
り
、
野
宿
体
験
等
。

■
対
象
・
費
用
　
羽
田
集
合
の
場
合

　
　
　
　
　
　 

小
学
２
年
～
６
年
生
　
１
１
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　 

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
２
９
０
０
０
円

■
定
　
員
　
20
名
　
先
着
順

■
締
　
切
　
12
月
11
日
（
金
）

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
℡
03-

6
4
5
9-

4
6
6
1 

　
　
　
　
　E

m
a
i
l
 
 
i
n
f
o
@
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

　
　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　ww

w
.
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p
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☆河口湖ステラシアターサポーターズクラブの活動報告☆

河口湖ステラシアターや河口湖円形ホールで行われるイベントの運営をバックアップしている、地元の方々を中心

としたボランティア団体です。上は７９歳の会長から下は１６歳の高校生で現在６３名で活動しています。また、毎年プ

ロの講師を招いた接遇マナー研修を受けて、お客様をお迎えする準備を整えています。

地元富士河口湖町民が７０％以上で、女性サポーターが大多数を占めています。６０歳以上の方が半数以上いらっし

ゃいますが、年齢を感じさせないくらいパワフルにチケットもぎりやチラシ配布を行っています。また、ステラシア

ターのボランティア活動以外のボランティアをしている方も複数名見られ、みなさん精力的に活躍されています。

河口湖ステラシアター周辺清掃活動、接遇マナー研修

八木崎公園ハーブフェスティバル会場でチラシ配布

イルカwith Friends　運営サポート

Mt.FUJI楽園音楽祭２００９　STARDUST REVUE　運営サポート

　　　　　

富士山河口湖音楽祭２００９（８/１３～２２）　運営サポート

　　　　　安倍なつみSummer Live Tour ２００９　 運営サポート

　　　　　由紀さおり＆安田祥子の自然を愛する歌　運営サポート

森山良子　野外協奏曲♪　運営サポート

　　　　　河口湖オルゴールの森１０周年記念　秋川雅史コンサートツアー　　運営サポート

河口湖ステラシアターサポーターズクラブとは・・・？河口湖ステラシアターサポーターズクラブとは・・・？

最近のサポーターズクラブの活動内容（一部抜粋）最近のサポーターズクラブの活動内容（一部抜粋）

サポーターズクラブメンバーの基本情報サポーターズクラブメンバーの基本情報

7月

8月

9月

富士山河口湖音楽祭は、サポータ

ーズクラブを含めた約３００人のボ

ランティアで運営しています。

中でも、サポーターズクラブの皆

さんは積極的に会場設営、会場運

営に積極的に参加される方が多

く、朝早くから夜遅くまでご協力

いただきました。どうもありがとう

ございました！

男女比 年齢比 居住地比

■男

■女

■１０～２０代
■４０代
■５０代

■富士河口湖町
■富士吉田市
■山中湖村

■都留市
■その他

■６０代
　７０代

２４%

７６%
７６%

６%
２%
２%

１４%１４%

■

３７%

４１%

６%

３%

１３%

■■
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活動写真活動写真

接遇マナー研修の様子 ステラ周辺の清掃の様子

チラシ配布の様子 チラシ配布の様子

チケットもぎりの様子 座布団配布の様子
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

「いやしの里の紅葉」「いやしの里の紅葉」「いやしの里の紅葉」
西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所ＴＥＬ；２０－４６７７　 URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

４月より建設していた茅葺民家が完成し、２０棟になりました。里内の民家の建設はこれで完了しましたので、平成２２年４月からの
“リニューアルオープン”に向けて、入館料・駐車料及び開館時間などの変更を検討しております。
変更内容が決まり次第お知らせさせていただきます。※町民の皆さまの入館は無料ですので、お気軽にお出で下さい。

「日本中国風景写真展」（１１月２３日（月）まで）「押し花作家　金子政子　押し花風景画の世界」（１２月３１日まで）「押し花ミニ
体験教室”レタスの押し花で富士山を作ろう！」（１１月１５日・１２月６日）「地元伝統工芸：スズ竹ざる作り実演」（１１月２３日（月）ま
での土・日・祝日※臨時休演あり※）等、様々なイベントで町民の皆様のお越しをお待ちしています！

第６回 いやしの里 写真コンテスト 作品募集
■テーマ　　西湖いやしの里根場で見つけた風景

■応募規程　１）未発表で他に応募予定が無いものに限ります。

　　　　　　２）★和紙プリントの部→「おおむらさき」にプリントした作品

　　　　　　　 ★一般プリントの部→（印画紙や光沢紙など、従来のプリント）

　　　　　　３）応募点数は問いません。肖像権等は応募者の責任といたします。

　　　　　　４）白黒、カラー、印刷時デジタル加工した場合は内容を明記のこと。

　　　　　　　 合成写真、組写真、多重露出写真可。

■応募方法　応募票に必要事項を記入の上、作品の裏面に貼り付け、郵送又は直接応募下さい。

　　　　　　(応募票はホームページよりダウンロードできます)

　　　　　　尚、応募票が入手できない場合は、「題目」「撮影場所（詳細）」「撮影年月日」

　　　　　　「住所」「氏名」「年齢」「職業」「性別」「電話番号」「メールアドレス」

　　　　　　「撮影データやデジタル加工の内容等」を記載した用紙を作品に添えて

　　　　　　ご応募下さい。

　　　　　　応募票もしくは必要事項がない作品は、審査対象外とさせていただきます。

■応募締切　平成２１年１１月２３日（月） ※郵送の場合は当日消印有効　

　　　　　　１２月２０日（日）より入賞作品を展示させていただきます。

■問合せ先　西湖いやしの里根場　紙の館逆手山房　宮本　TEL;０９０－３３４２－３８１５

　　　　　　〒４０１－０３３２　富士河口湖町西湖根場２７１０

県内在住の工芸作家の個展など

を開催している工芸館では、今回、

「木工とガラス絵」の世界がご覧

いただけます。

※ライトアップ時間内は施設内への入場はできません。

但し、１１月７日（土）は夜間営業実施により、午後９時まで入場

可能です。この日のみ午後４時より「駐車料・入場料無料」とさ

せていただきます。天候により中止になる場合もありますの

で予めご了承下さい。

どんな秋の味覚が楽しめるか？！
お楽しみに～★

木とガラス絵の世界 紅葉ライトアップ

秋の収穫祭

～花嶋忍・花嶋美代子　２人展～
期間；１１月１日（日）～１１月１６日（月）

期間；１０月２４日（土）～１１月２３日（月）

午後５時から午後８時まで

　午前１０時から午後５時まで

　会場；工芸館（火の見の館上）

１１月７日（土）

土の館　富士炉漫窯
寅の土鈴で新年を迎えましょう！
土鈴の色づけ体験です

期間；１１月１日(日)～１２月３１日(木)

　　 ※在庫が無くなり次第終了

料金；町民特別価格　８００円

問合せ；前田 ０８０-５０２４-５７３５

期間；１１月１５日(日)～１月１５日(金)

時間：約３０分

料金；８００円

問合せ；０５５５-２５-６１３１

大石紬と布の館
干支の「寅」を大石産の繭で
可愛らしく作って飾りましょう！

期間；随時受け付けます。
料金；どんぐり笛　５００円
　　 素焼きのカケラ　５００円～（大きさによる）
　　 ※２個以上作成の場合特別割引あり！
問合せ；萱沼 ０９０-９３０８-１０１７

陶芸と香の館
素焼きのカケラやどんぐり笛に
寅の絵を描きましょう！

第５回和紙部門グランプリ

「写生」
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次のとおり司法書士による無料相談会を実施します。

■相 談 日　11月14日（土） 午後1時～４時（要電話予約）

■開催場所　富士吉田市民会館　富士吉田市緑ヶ丘2-5-23

●問 合 先　山梨県司法書士会総合相談センター　TEL０５５‐２５３‐２３７６

■司法書士会総合相談センター相談会■

　登記や戸籍、年金、介護福祉など、私たちの生活の身近な問題について、国や市の担当者、行政書士、司法書士

が相談質問にお答えします。秘密は固く守られ、事前の予約等特別な手続きも不要ですので是非ご利用ください。

■日　程　12月3日（木） 午後１時～４時

■場　所　富士吉田商工会議所２階　大会議室（富士吉田市下吉田1643-1）

　◆山梨行政評価事務所　ＴＥＬ０５７０‐０９０‐１１０

■特設合同行政相談の開催■

　県民生活センター共催事業の無料相談を実施します。消費生活・労働・土地住宅・法律問題について専門家に

よる相談が受けられます。秘密は固く守られ、事前の予約等特別な手続きも不要ですので是非ご利用ください。

■日　程　11月26日（木） 午前１０時～１２時　午後１時～３時

■場　所　富士吉田合同庁舎　富士吉田市上吉田１‐２‐５

■内　容　消費生活・労働・土地住宅・法律相談（相続、金銭貸借等）

　◆県民生活センター　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

■県民移動相談の開催■

お
め
で
た
（
出
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クリスマスリース講習会

河口湖ハーブ館からのお知らせ

河口湖ハーブ館で、木の実、ハーブ、スパイスを使った香りの

壁飾りタイプのクリスマスを作ってみませんか

■日　時　１１月２５日（水）　午後２時～４時

　　　　　１１月２６日（木）　午後７時～９時

■場　所　河口湖ハーブ館　２階工房

■会　費　３，０００円

■定　員　各日とも４０名

■持ち物　エプロン

●問合先　河口湖ハーブ館　電話　７２‐３０８２

２０１０年の干支「寅」の
親子を作りませんか？

大石紬伝統工芸館からのお知らせ

実施日　　１１月２８日（土）
時　間　　午前９時から正午まで
料　金　　３，０００円
予約先　　大石紬伝統工芸館　℡；７６－７９０１

大石紬伝統工芸館で染色した縮緬布を使って、

ほほえましい親子寅を作って２０１０年を迎えましょう！
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行政相談・心配ごと相談は

予約制です

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、

弁護士相談は予約制になりました。１１月２０日の相談の予約

は、１１月１７日（火）までに町役場企画課（７２－６０２３）まで連

絡してください。相談時間は、1人２０分間とします。

11月20日（金）
町中央公民館

勝山ふれあいセンター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時

午後 １時～ ４時

午後 １時～ ４時

午後 １時～ ４時

町中央公民館　

　午前１０時～１２時

勝山出張所　

　午後１時～３時

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

11月20日（金）午後1時～3時　町中央公民館第二研修室

白壁　勝雄　７２－０１４３　小佐野成太郎　８３－２３２０

梶原　一榮　８２－２４４６　渡辺袈裟司　　８７－２３１６

11月の多重債務相談日

町の行政相談委員さんは、

山梨県弁護士会無料法律相談会　
　○外国人のための無料法律相談会（free legal consultation for foreigners）

　　■日　程　11月８日（日）　午前10時～午後３時　2009.11.8　10：00～15：00
　　■対　象　日本に住んでいる外国人の方は、当日会場の受付順に相談できます。
　　■会　場　県立国際交流センター　甲府市飯田2-2-3　℡055-228-5419
　　■通　訳　(interpreter) 　English/Portuguese/Spanish/Indonesian

　○コンビニフランチャイズ問題と多重債務者相談
　　■日　程　11月14日（土）　午後１時15～３時50分　
　　■内　容　サラ金・クレジット・ヤミ金など多重債務に関する相談・加盟店契約締結・更新・終了、雇用、見切り販
　　　　　　 売等コンビニフランチャイズに関する相談。
　　■場　所　山梨県弁護士会館　甲府市中央１‐８‐７　℡055-235-7202

　　●問合先　山梨県弁護士会　　℡055-235-7202　　 URL　http://www.yama-ben.jp/

　クレジットやサラ金などでお金を借り、返済に困っている方を対象とした多重債務相談窓口を開設しています。

　多重債務問題は、ほとんどのケースが解決できます。

　※相談は無料、家族や個人の秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

　　　　　　■相談日時　毎月20日　午後１時～３時　■開設場所　町中央公民館　第２研修室　
　　　　　　■相 談 員　穂坂四郎　　　　　　　　　●問 合 先　総合窓口課　７２‐１１１４

■借金問題は、一人で悩まずに、早めに相談を！■
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＝他の機関が行っている相談窓口＝　　
●国の機関が行う相談窓口　　　　　◆甲府財務事務所多重相談窓口　TEL０５５‐２５３‐２２６１

■日時　月曜日～金曜日（祝日除く）　午前８時３０分～12時、午後１時～４時30分

　平日相談に訪れることのできない方の、多重債務や契約トラブルへの相談対応のため、弁護士による相談会が　

　開催されます。

　　　受付内容　１　無料弁護士相談（要電話予約）
　　　　　　　　２　相談員による電話相談　
　　　　　　　　　　　℡０５５‐２３５－８４５５
　　　相談内容　多重債務相談、消費生活の相談

会　　場　県民生活センター　甲府市飯田1-1-20　
　　　　　ＪＡ会館５階　
相談時間　午前９時～午後４時
相 談 日　１１月２１日（土）、１２月１９日（土）

■消費生活相談　　　◆休日の消費生活相談会



休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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2009年11月14日(土)10:00～2009年11月14日(土)10:00～
会場:富士河口湖町生涯学習館・子ども未来創造館

★チケット制★
3歳未満は無料

参加料

200円／人

★申込みは生涯学習課窓口まで
　直接お越しください。
★申込み時に参加料とチケットを
　交換致しますので、当日まで
　大切に保管してください。　

 ボ
ラン
ティアコーナー

ボランティア
ジョイントライブ
ボランティア
ジョイントライブ
午前１０時～１１時(子ども未来創造館)

午後１時３０分～３時３０分(子ども未来創造館)

★絵本の読み聞かせ・手作り紙芝居・手遊び★

講師の先生による自作ものがたりの
語りと絵本のひらき読み!!

はんず特製
もちもちすいとん

餅つき&トッカン

折り紙コーナー

★講師★

(交流ホール他)手作り作品、活動写真一挙公開

当日限りの特別展や桃太郎に変身コーナー

チケットを持って

会場を探検しよう!

ポイントを全部回れたら

うれしいプレゼントが

もらえるかも?

１１/１４～３０【作品展示コーナー】

★1日展示コーナー★

  
おた
のしみライブ

ものがたりライブものがたりライブ

杉山　亮氏 (児童文学作家)
川端　誠氏 (絵本作家)

★終了後サイン会と絵本の販売を予定

わく
わくコーナー

ボランティアさん
プレゼンツ!!
ボランティアさん
プレゼンツ!!

などなど

スタ
ンプラリー

★ボランティア紹介★

朗読エトワールの会

ブックボランティア

パパ's クリエイト

魔女の宅急便

ブラウンベア

手作り布絵本

パパ's 絵本

F.K.はんず

芽吹きの会

げんキッズ

お問合せは富士河口湖町生涯学習課(℡72-6053)まで


